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タ
イ
ト
ル: 

『
汐
製
菓
会
社
の
新

作

7
3
 

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ2

 

～
世
界

は
君
の
チ
ー
ズ
を
待
っ
て
い

る
！
？
～
』 

 

シ
ー
ン1

：
発

表
会
議

（
拡
大

） 

（
オ
フ
ィ
ス
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
「

新

作

ア
イ
デ
ア

募

集

中

！

」
と
大

き
く
書

か
れ
て
い
る
。
社

員

た
ち

が
集

ま
り
、
空

気

が
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
。
塩

田

は

資

料

を
抱

え
、
そ
わ
そ
わ
と
周

囲

を
見

回

し
て
い

る
。
す
る
と
、
汐

が
大

き
な
地

球

儀

を
抱

え
て
登

場

。
） 

汐: 

（
元

気

よ
く
）「

み
ん
な
、
集

ま
っ
た
な
！

今

日

は
つ
い
に
発

表

す
る
ぞ
、
世

界

を
震

撼

さ
せ
る
新

作

だ
！

」 

（
社

員

た
ち
が
ざ
わ
つ
く
。
塩

田

は
一

歩

前

に
出

て
、
不

安

そ
う
な
表

情

を
見

せ
る
。
） 



 

2 

 

塩

田: 

「

社

長

、
今

回

は
一

体

ど
ん
な…

？

」 

汐: 
「

さ
あ
、
聞

い
て
驚

け
！
『

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
味

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
』
だ
！

！

」 

（
そ
の
瞬

間

、
社

員

た
ち
の
間

に
奇

妙

な
沈

黙

が
広

が
る
。
数

秒

後

、
一

人

の
社

員

が
恐

る
恐

る
手

を

挙

げ
る
。
） 

社

員

A
: 

「

社

長

、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
っ
て…

甘

い
お
菓

子

で
す
よ
ね
？

そ
れ
に
、
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
っ
て…

」 

汐: 

（
大

げ
さ
に
頷

い
て
）「

そ
う
だ
！

甘

い
フ
ィ
ナ
ン

シ
ェ
と
、
溶

け
る
濃

厚

な
チ
ー
ズ
、
こ
の
二

つ
が
組

み

合

わ
さ
る
こ
と
で
、
前

代

未

聞

の
味

が
生

ま
れ
る
の

だ
！

」 

塩

田: 

（
ひ
そ
ひ
そ
と
）「

ま
さ
か
、
そ
ん
な…

」 

社

員

B
: 

（
困

惑

し
な
が
ら
）「

で
も
、
そ
の
組

み
合

わ
せ…

想

像

つ
き
ま
せ
ん
が…

」 
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汐: 

「

だ
か
ら
こ
そ
だ
！

常

識

に
囚

わ
れ
て
は
な
ら

ん
！

こ
れ
は
革

命

だ
！

」 
塩

田: 
（
弱

々
し
く
）「

革

命…

で
す
か
ね…

？

」 

汐: 

「

そ
う
だ
！

世

界

の
舌

を
驚

か
せ
る
に
は
、
常

識

な
ん
て
捨

て
去

る
べ
き
だ
！

」 

（
社

員

た
ち
は
目

を
そ
ら
し
、
塩

田

は
頭

を
抱

え

る
。
） 

塩

田: 

（
心

の
声

）「

ま
た
と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
始

ま
っ
た…

」 

 

シ
ー
ン2

：
試

作
地
獄

（
拡
大

） 

（
試

作

キ
ッ
チ
ン
。
白

衣

を
着

た
汐

が
巨

大

な
フ
ィ

ナ
ン
シ
ェ
型

を
並

べ
、
意

気

揚

々
と
溶

け
た
チ
ー
ズ
を

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
に
流

し
込

ん
で
い
る
。
塩

田

は
隅

で
ノ

ー
ト
を
抱

え
て
見

守

っ
て
い
る
。
） 
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汐: 

「

見

ろ
、
こ
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
！

こ
れ
ぞ
美

と
味

の
融

合

！

チ
ー
ズ
の
川

が
流

れ
る
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
山

だ
！

」 

塩

田: 

（
青

ざ
め
て
）「

い
や
い
や
い
や
、
社

長

、
そ
れ

完

全

に
チ
ー
ズ
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
埋

め
て
ま
す
っ

て
！

」 

（
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
上

に
ど
ん
ど
ん
チ
ー
ズ
が
流

れ
込

み
、
形

が
崩

れ
、
見

る
も
無

惨

な
姿

に
。
） 

汐: 

「

完

璧

だ…

ま
さ
に
芸

術

品

だ
な
！

」 

（
汐

が
オ
ー
ブ
ン
を
開

け
る
と
、
チ
ー
ズ
で
溶

け
た
フ

ィ
ナ
ン
シ
ェ
が
溢

れ
出

て
く
る
。
塩

田

は
思

わ
ず
顔

を

覆

う
。
） 

塩

田: 

「

こ
れ
、
ま
さ
に
チ
ー
ズ
災

害…

。
ど
う
や
っ

て
お
客

さ
ん
に
出

す
ん
で
す
か
？

」 

汐: 

「

い
や
い
や
、
こ
れ
で
い
い
ん
だ
！

人

々
は
予

想

を
超

え
た
も
の
に
驚

き
、
喜

ぶ
も
の
だ
！

」 
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（
そ
こ
へ
試

食

の
社

員

た
ち
が
集

ま
っ
て
く
る
。
） 

社

員
A

: 

「

あ
の
、
社

長…

こ
れ
、
食

べ
ら
れ
ま
す
か

ね…

？

」 

汐: 

「

さ
あ
、
食

べ
て
み
ろ
！

驚

く
だ
ろ
う
！

」 

（
社

員

た
ち
が
恐

る
恐

る
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
口

に
運

ぶ

が
、
瞬

時

に
顔

が
歪

む
。
） 

社

員

B
: 

「

え
っ
と…

こ
れ
は…

お
菓

子

と
い
う
よ
り

も…

な
ん
と
い
う
か…

塩

味

が
強

す
ぎ
て…
」 

社

員

C
: 

「

こ
れ
、
主

食

に
な
る
レ
ベ
ル
の
濃

厚

さ
で

す
ね…

」 

塩

田: 

（
苦

笑

し
な
が
ら
）「

で
す
よ
ね
、
や
っ
ぱ
り

…

」 

 

シ
ー
ン3

：
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
世

界

ツ
ア
ー
（
拡

大

） 



 

6 

 

（
場

面

は
フ
ラ
ン
ス
、
パ
リ
の
菓

子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

会

場

は
豪

華

で
、
人

々
が
品

の
良

い
菓

子

を
楽

し

ん
で
い
る
中

、
汐

と
塩

田

が
自

信

満

々
で
フ
ィ
ナ
ン

シ
ェ
の
ブ
ー
ス
を
開

い
て
い
る
。
） 

汐: 

「

つ
い
に
来

た
ぞ
、
本

場

フ
ラ
ン
ス
！

こ
こ
で
我

が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
が
ど
れ
ほ
ど
の
評

価

を
得

る
か
楽

し

み
だ
！

」 

塩

田: 

（
不

安

そ
う
に
）「

本

当

に
大

丈

夫

で
す
か

ね…

？

フ
ラ
ン
ス
人

っ
て
味

に
こ
だ
わ
り
ま
す
し…

」 

（
そ
こ
に
、
フ
ラ
ン
ス
人

客

A

が
現

れ
る
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

客

A
: 

「B
o

n
jo

u
r

、
こ
れ
は
フ
ィ
ナ
ン
シ

ェ
か
？

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
味…

？

」 

（
試

食

す
る
と
、
彼

の
顔

が
引

き
つ
る
。
） 

フ
ラ
ン
ス
人

客

A
: 

「

こ
れ
は…

一

体

何

だ
？

チ
ー

ズ
が
強

す
ぎ
て
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
味

が
全

く
感

じ
ら

れ
な
い…

」 
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フ
ラ
ン
ス
人

客

B
: 

（
苦

笑

し
な
が
ら
）「

こ
ん
な
フ
ィ

ナ
ン
シ
ェ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
存

在

し
な
い
！

」 
（
他

の
フ
ラ
ン
ス
人

客

た
ち
も
次

々
に
試

食

す
る

が
、
み
な
困

惑

の
表

情

を
見

せ
る
。
） 

塩

田: 

（
耳

打

ち
）「

だ
か
ら
言

っ
た
の
に…

」 

汐: 

（
熱

く
）「

い
や
、
ま
だ
だ
！

次

は
イ
タ
リ
ア

だ
！

イ
タ
リ
ア
人

は
チ
ー
ズ
が
好

き
だ
か
ら
、
絶

対

に
ウ
ケ
る
は
ず
だ
！

」 

 

シ
ー
ン4

：
イ
タ
リ
ア
で
の
試

食
会

（
拡

大
） 

（
イ
タ
リ
ア
、
ロ
ー
マ
の
屋

外

市

場

。
人

々
が
賑

わ

い
、
イ
タ
リ
ア
ら
し
い
陽

気

な
音

楽

が
流

れ
る
。
汐

と
塩

田

が
ブ
ー
ス
を
設

置

し
、
チ
ー
ズ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ

を
並

べ
て
い
る
。
） 

汐: 

「B
u

o
n

g
io

rn
o

！

さ
あ
、
新

作

の
フ
ィ
ナ
ン
シ

ェ
・
ア
ッ
ラ
・
フ
ォ
ン
デ
ュ
を
お
試

し
あ
れ
！

」 
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イ
タ
リ
ア
人

客

A
: 

「

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
に
チ
ー
ズ…

？

こ

れ
は
ジ
ョ
ー
ク
か
？

」 
（
イ
タ
リ
ア
人

客

A

が
試

食

す
る
と
、
困

惑

し
た
表

情

を
見

せ
る
。
） 

イ
タ
リ
ア
人

客

A
: 

「

こ
れ
は
デ
ザ
ー
ト
な
の
か
？

そ

れ
と
も
前

菜

か
？

」 

イ
タ
リ
ア
人

客

B
: 

（
笑

い
な
が
ら
）「

ど
っ
ち
で
も
な

い
！

こ
れ
は
全

く
別

物

だ
！

」 

塩

田: 

（
苦

笑

し
な
が
ら
）「

ま
さ
か
、
こ
こ
ま
で
酷

評

さ
れ
る
と
は…

」 

汐: 

「

い
や
い
や
、
笑

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
興

味

を

引

い
て
い
る
証

拠

だ
！

」 

 

シ
ー
ン5

：
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
が
暴
走

（
拡

大
） 
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（
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
巨

大

な
食

品

展

示

会

の
会

場

。
汐

は
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
タ
ワ
ー
を
さ
ら
に
大

き

く
し
、
塩

田

は
横

で
不

安

そ
う
な
顔

を
し
て
い
る
。
） 

汐: 

「

さ
あ
、
つ
い
に
ア
メ
リ
カ
だ
！

こ
こ
は
な
ん
で
も

ア
リ
の
国

だ
か
ら
、
成

功

間

違

い
な
し
だ
！

」 

塩

田: 

「

で
も
、
社

長…

あ
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
タ
ワ
ー
、

重

す
ぎ
て
崩

れ
ま
せ
ん
か
？

」 

（
突

然

、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
タ
ワ
ー
が
揺

れ
始

め
る
。
チ
ー

ズ
が
溶

け
出

し
、
ブ
ー
ス
全

体

に
流

れ
出

す
。
） 

客

A
: 

「

わ
あ
あ
あ
！

何

だ
こ
れ
！

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の

洪

水

だ
！

」 

客

B
: 

「

助

け
て
！

チ
ー
ズ
が
靴

に
入

っ
た
！

」 

塩

田: 

（
絶

望

的

に
）「

も
う
、
こ
れ
は
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ

じ
ゃ
な
く
て
災

害

で
す
よ…

」 

シ
ー
ン6

：
帰

国
後
の
大

反
省
会

（
拡
大

） 
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（
汐

製

菓

の
オ
フ
ィ
ス
に
戻

り
、
社

内

で
の
反

省

会

が
始

ま
る
。
社

員

た
ち
は
疲

れ
切

っ
て
い
る
。
塩

田

は
大

き
な
た
め
息

を
つ
き
、
汐

は
ま
だ
元

気

そ
う

だ
。
） 

塩

田: 

「

社

長…
こ
の
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
味

フ
ィ
ナ

ン
シ
ェ
、
世

界

ツ
ア
ー
は
あ
ま
り
に
厳

し
か
っ
た
で
す

…

。
」 

社

員

A
: 

「

フ
ラ
ン
ス
で
は
『

理

解

で
き
な
い
』
と
言

わ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
は
『

前

菜

か
デ
ザ
ー
ト
か
わ
か
ら

な
い
』
と
笑

わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
で
は…

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
タ

ワ
ー
が
崩

壊

し
て
チ
ー
ズ
洪

水

で
す
よ
。
」 

塩

田: 

（
心

の
声

）「

も
う
、
こ
れ
で
終

わ
り
に
し
て

ほ
し
い…

。
」 

（
汐

は
何

か
を
考

え
込

む
よ
う
な
仕

草

を
す
る
が
、

急

に
大

き
く
頷

く
。
） 

汐: 

「

し
か
し
、
何

か
が
足

り
な
か
っ
た
ん
だ
！

」 

社

員

B
: 

「

え…

ま
だ
続

け
る
つ
も
り
で
す
か
？

」 



 

11 

 

塩

田: 

「

足

り
な
い
？

そ
れ
っ
て
一

体

何

で
す

か
？

」 
（
汐

は
立

ち
上

が
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
大

き
く

『

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ3
計

画

』
と
書

く
。
） 

汐: 

「

そ
う
だ
！

次

は
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
中

に
、
さ
ら
に

『

デ
ザ
ー
ト
』
を
詰

め
込

む
！
『

デ
ザ
ー
ト
・
オ
ン
・
デ

ザ
ー
ト
』
！

例

え
ば
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
中

に
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
ケ
ー
キ
を
入

れ
て
み
る
ん
だ
！

」 

塩

田: 

「

え…

社

長

、
そ
れ
は…

さ
す
が
に…
」 

社

員

C
: 

「

そ
ん
な
も
の
、
食

べ
ら
れ
る
ん
で
し
ょ
う

か
？

」 

汐: 

「

も
ち
ろ
ん
だ
！

こ
れ
で
デ
ザ
ー
ト
業

界

を
再

び
驚

か
せ
る
ん
だ
！

チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
味

が
不

評

だ

っ
た
の
は
き
っ
と
偶

然

だ
。
次

は
大

成

功

間

違

い
な

し
！

」 

（
塩

田

は
頭

を
抱

え
る
が
、
汐

の
止

ま
ら
な
い
勢

い

に
あ
き
れ
な
が
ら
も
、
再

び
準

備

を
始

め
る
。
） 
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塩

田: 

（
心

の
声

）「

ど
う
し
て
い
つ
も
こ
ん
な
無

茶

な
こ
と
ば
か
り…

。
で
も
、
ど
こ
か
で
期

待

し
て
い
る

自

分

も
い
る…

こ
の
会

社

に
入

っ
た
の
は
、
や
っ
ぱ
り

お
菓

子

が
好

き
だ
か
ら
か
も
。
」 

 

シ
ー
ン7

：
奇

跡
の
大
ヒ
ッ
ト
（
拡
大

） 

（
数

週

間

後

、
汐

製

菓

は
新

た
な
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ『

デ

ザ
ー
ト
・
オ
ン
・
デ
ザ
ー
ト
』
を
発

表

。
社

内

は
再

び

大

混

乱

に
見

え
る
が
、
予

想

外

の
こ
と
が
起

こ

る
。
） 

（
試

食

会

場

。
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
中

に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ

ー
キ
が
詰

め
ら
れ
た
驚

き
の
新

商

品

を
前

に
、
来

場

者

た
ち
が
大

勢

集

ま
っ
て
い
る
。
） 

客

A
: 

「

な
ん
だ
こ
れ
！

？

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
の
中

に
さ

ら
に
デ
ザ
ー
ト
が
入

っ
て
る
の
か
！

？

」 

客

B
: 

「

見

た
こ
と
も
な
い
組

み
合

わ
せ
だ
け
ど…

意

外

と
美

味

し
い
！

」 



 

13 

 

塩

田: 

（
驚

き
の
表

情

）「

え
、
ま
さ
か…

こ
れ
、
本

当

に
ウ
ケ
て
る
ん
で
す
か…

？

」 
汐: 

（
誇

ら
し
げ
に
）「

見

ろ
！

こ
れ
が
私

の
フ
ィ
ナ

ン
シ
ェ
革

命

だ
！

デ
ザ
ー
ト
界

に
新

た
な
風

を
吹

き

込

ん
だ
ぞ
！

」 

（
来

場

者

た
ち
が
次

々
と
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
試

食

し
、

S
N

S

で
拡

散

。
口

コ
ミ
で
瞬

く
間

に
話

題

に
な
り
、

ニ
ュ
ー
ス
に
も
取

り
上

げ
ら
れ
る
。
） 

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー: 

「

汐

製

菓

の
新

作

フ
ィ
ナ
ン
シ

ェ『

デ
ザ
ー
ト
・
オ
ン
・
デ
ザ
ー
ト
』
が
大

ヒ
ッ
ト
！

国

内

外

の
注

目

を
集

め
、
店

舗

に
は
長

蛇

の
列

が
で

き
て
い
ま
す
。
」 

（
塩

田

は
驚

き
な
が
ら
も
、
笑

み
を
浮

か
べ
て
汐

を

見

つ
め
る
。
） 

塩

田: 

「…

社

長

、
今

回

は
本

当

に
成

功

し
ま
し
た

ね
。
」 
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汐: 

「

ふ
ふ
ん
、
見

た
だ
ろ
う
？

常

識

を
超

え
た
発

想

が
世

界

を
変

え
る
ん
だ
！

次

は
『

フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ

4

』
だ
！

」 

塩

田: 

（
慌

て
て
）「

え
！

？

も
う
次

の
話

で
す

か
！

？

ま
だ
こ
の
成

功

を
味

わ
う
暇

も
な
い
の
に

…

」 

汐: 

「

次

は
も
っ
と
す
ご
い
も
の
を
作

る
ぞ
！

フ
ィ
ナ

ン
シ
ェ
の
中

に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
詰

め
込

ん
で
み
た

ら
ど
う
だ
ろ
う
！

？

」 

塩

田: 

「

も
う
、
社

長

、
勘

弁

し
て
く
だ
さ
い…

。
」 

（
塩

田

は
笑

い
な
が
ら
肩

を
落

と
す
が
、
ど
こ
か
楽

し
そ
う
な
表

情

を
浮

か
べ
て
い
る
。
） 

 

エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

（
最

後

は
汐

製

菓

の
新

し
い
店

舗

の
オ
ー
プ
ン
風

景

。
長

蛇

の
列

が
で
き
、
み
ん
な
が
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
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買

い
求

め
て
い
る
。
汐

と
塩

田

が
店

頭

に
立

ち
、
笑

顔

で
お
客

さ
ん
を
迎

え
る
。
） 

汐: 

「

さ
あ
、
ど
ん
ど
ん
買

っ
て
く
れ
！

こ
れ
が
未

来

の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
だ
！

」 

塩

田: 

（
少

し
照

れ
笑

い
し
な
が
ら
）「

未

来…

で
す

か
。
で
も
、
確

か
に
面

白

い
で
す
ね
、
社

長

の
発

想

は
。
」 

汐: 

「

面

白

い
こ
と
が
な
い
な
ら
、
作

る
し
か
な
い
だ

ろ
う
？

」 

塩

田: 

「

は
い
、
社

長

。
」 

（2

人

は
楽

し
そ
う
に
笑

い
な
が
ら
、
次

々
と
訪

れ
る

お
客

さ
ん
に
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
を
手

渡

す
。
空

に
は
明

る

い
太

陽

が
輝

き
、
物

語

は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
迎

え

る
。
） 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ
（
も
し
も
次

回
作
が
あ
れ
ば…

） 
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（
汐

が
次

の
新

作

ア
イ
デ
ア
を
閃

き
、
再

び
塩

田

を
巻

き
込

む
壮

大

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま

る…

。
） 


